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富山市立水橋西部小学校 

  
 

１２月には、お忙しい中、今年度２回目の学校評価アンケートにご回答いただき、 

ありがとうございました。保護者及び児童アンケートの集計結果を報告いたします。 

２学期は、前期（７月実施）のアンケート結果を基に、様々な取組を行ってきました。

今回のアンケート結果やご意見を更に今後の指導に生かしていきたいと思います。 

３学期も学校での取組の様子をホームページ等でお知らせしていきます。 

 

 

【思いやりのある子（徳）】  

＜読書の実態＞                           （％） 

 読書に進んで 

取り組んでいる  

まあまあ 

取り組んでいる 

あまり 

取り組んでいない 取り組んでいない 

保護者から見て 
２１．９ 

（５．０▽） 

３５．０ 

（６．６◎） 

３０．７ 

 

１２．４ 

 

子供自身 
２８．２ 

（１３．６▽） 

４７．２ 

（６．８◎） 

２１．８ 

（９．０▽） 

２．８ 

 

＜読書への意欲＞                          （％） 

 読書が 

とても好き まあまあ好き 

あまり 

好きではない 好きではない 

保護者から見て 
２５．６ 

 
４０．１ 

（８．０◎） 
２２．６ 
（７．２◎） 

１１．７ 
 

子供自身 
３９．５ 

（５．２▽） 

３９．４ 

 

１６．２ 

 

 ４．９ 

 

 
保護者から見ると、「読書に進んで取り組んでいる・まあまあ取り組んでいる」は約

５７％ですが、７５％以上の子供が「取り組んでいる」と自己評価しています。また、
「読書がとても好き・まあまあ好き」は、保護者から見ると約６５％ですが、約７８％
の子供は読書が好きだと回答しています。前期よりも保護者と子供の回答の差が縮まり
ました。今後も子供たちの読書への取組の様子を幅広くお伝えしていきたいと考えます。 
学校では、毎月第３木曜の朝に担任がお薦めの本を選び、読み聞かせを行ってきたと

ころ、子供たちには好評でした。３学期は、学校司書と連携し、学年に応じた本を選定
し、読み聞かせを継続します。また、毎週木曜の朝には、読書記録カードを記入する時
間を確保し、『心に残った三ツ星ブック』を見付ける時間を大切にしていきます。更に
学級ごとに定期的に図書室の利用を積極的に促していきます。また、放課後や休日の富
山市立図書館水橋分館の利用もお願いします。 
２学期に行った学校保健委員会でも話題にしましたが、家庭でゆっくり読書をする時

間をつくるためにも、メディア時間をコントロールする力を身に付けられるよう、アク
ション週間にはお子さんと一緒に家族みんなで取り組んでみてはいかがでしょうか。初
めのうちは時間のコントロールは難しいかもしれませんが、継続することで習慣になっ
ていくと思います。ぜひ、家族で読書の時間をつくってくださるようお願いします。 

 

 

 

 （◎前期よりも５％以上よくなった 、 ▽前期よりも５％以上下がった） 
 

（裏面へ続く） 

学校評価アンケート（後期）の結果について 
 



【進んで学ぶ子（知）】  

＜家庭学習の実態＞                         （％） 
 家庭学習に進んで 

取り組んでいる  

まあまあ 

取り組んでいる 

あまり 

取り組んでいない 取り組んでいない 

保護者から見て 
１５．３ 

（７．１▽） 

４９．６ 

 

３１．４ 

（９．８▽） 

 ３．７ 

 

子供自身 
３１．７ 

 
４５．８ 

 
１６．９ 

 
 ５．６ 

 

＜家庭学習への意欲＞                        （％） 
 家庭学習が 

とても好き まあまあ好き 

あまり 

好きではない 好きではない 

保護者から見て 
１０．２ 

 
３３．６ 
（８．２▽） 

４３．８ 
（９．５▽） 

１２．４ 
 

子供自身 
１６．９ 

（１１．５▽） 

５５．６ 

（７．４◎） 

１８．３ 

 

 ９．２ 

 

 
全体的に前期よりも保護者・子供共に「家庭学習がとても好き・まあまあ好き」の回

答が減りました。特に、保護者から見て、「家庭学習にあまり取り組んでいない、好きで
はない」という回答が増えました。与えられたことには素直に取り組む子供は多いので
すが、自分から進んで学習に取り組む意欲や力を身に付けてほしいと思います。そのた
めにも、更に授業や学習課題の工夫が必要だと考えました。 
 学校では、子供たちが「分かる・できる」と感じることが大切だと考え、学校独自の
漢字読み・基礎計算チャレンジ大会を行い、基礎・基本の定着を図ってきました。着実
に力を付けてきているので、３学期にも継続します。また、毎月のアクション週間には、
各学級で「プラス１ノート」の取組事例を取り上げたり校内に掲示したりして、子供た
ちの意欲を高めるように工夫します。また、毎月各学年の「プラス１ノート」をホーム
ページでも紹介し、家庭でも参考にしながら自分の取組に生かせるようにします。 
 
【たくましい子（体）】  

＜健康への意識＞                          （％） 

 健康にとても 

気を付けている 

まあまあ 

気を付けている 

あまり 

気を付けていない 気を付けていない 

保護者から見て 
１１．７ 

（１０．７▽） 

７０．１ 

（８．９◎） 

１６．８ 

 

 １．４ 

 

子供自身 
３５．２ 
（５．２▽） 

５７．１ 
 

 ７．０ 
 

 ０．７ 
 

＜学校への意欲＞                          （％） 
 学校が 

とても好き まあまあ好き 

あまり 

好きではない 好きではない 

保護者から見て 
４０．９ 

 
４５．２ 

 
１１．７ 
（５．０▽） 

 ２．２ 
 

子供自身 
３８．７ 

 

４４．４ 

 

１０．６ 

 

 ６．３ 

 

 
健康な生活への意識に関しては、約８５％の保護者、８３％の子供から「学校がとて

も好き・まあまあ好き」という回答を得ました。寒くなってきたにもかかわらず、前期
同様に、心身ともに健康に過ごしていることを大変嬉しく思います。 
１１月に行った５０ｍ走記録会では、多くの子供が記録を伸ばしました。その体力を

維持するためにも、体育の学習や休み時間に短縄跳びカードを学級ごとに使用し、一人
一人が目当てをもって運動に取り組む場をつくっていきます。また、毎週水曜日に行っ
ている全校一斉の縦割りグループによる「体力つくりタイム」では、大縄跳び大会に向
けての練習を開始します。寒い季節になりましたが、心身ともに健康な子供を増やし、
子供たちが「水橋西部小学校が大好き」と感じられる学校を目指していきます。 


